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Chiemi AoKI and Naoko HATA

要旨：本学に生活デザインコースが開設され6年が経過した．本研究は，コースの織実技教

育における内容と方法にっいての再考と検討を目的とし，現状の課題を明らかにすることから

始められた．研究の具体的な方法として，まず授業内における学生の様子を観察し，次に織物

の制作工程におけるっまずきの場面を把握するためのアンケート調査を行った．それらの結果

の分析と考察を通して，制作における計画段階の糸量計算について多くの学生がやりにくさを

感じ，っまずいたとしているのが分かった．織物制作の工程が把握できていない，また，織物

の専門用語にっいても充分な理解が得られていない，という現状が明らかになった．さらに課

題として，作業工程の記録の工夫，テキスト作成の必要性などが提起された．

Key　words：織実技教育（hand　weaving　exercise　education），制作工程（making　process），

織技法（weaving　technique），作業（work），っまずき（stumble）

はじめに

　1997年本学家政学科家政専攻において「生

活者として必要な高度の知識技能の修得を

はかり，社会の変化に対応できる創造性と実

践的な態度を育てる」を教育目標とし，生活

デザインコースが開設された．以来6年間，

学生や地域社会の要望に応えながら，生活の

「衣」と「住」の分野に共通する素材として

「繊維」をとりあげ，「ものづくり」をベースに，

専門知識および技能を修得するためのカリキュ

ラム編成がなされてきた．こういった動きを

受け，筆者らが担当する織りの授業において

も，コースの実状にあわせ，指導のあり方を

模索してきた．

　しかし，ここ1，2年，学生たちの授業の
様子1）や，制作工程及び作業内容の理解にっ

いて変化を感じ，今まで行ってきた指導方法

の抜本的見直しが必要であると考えた．

　そこで本研究では，学生たちの授業態度を

観察することを始めとし，学生たちの多くに

戸惑いが見られた織りの各作業工程の理解に

ついて，そのっまずきの現状をアンケート調

査により明らかにすることを試みた．また，

学生とのやり取りの中で得られる「っぶやき」

や「表情」を見取ることも含め，授業全体を

振り返ることを通し，実技授業が抱える問題

と，今後の課題について考察するとともに，

今後の指導方法のあり方を求める手がかりと

したい．

2003年4月23日受理　　＊飯田女子短期大学，長野県短期大学非常勤講師
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「織工房1・ll」の授業概要

　「織工房」は1～皿まであるが，今回研究

対象としたのはコース指定科目2）「織工房1・

ll」である．

1．履修学生

　家政学科家政専攻生活デザインコース1年

生（12名）および，平成13年度後期より転コー

スのため織工房1・Hを履修している生活デ

ザインコース2年生（1名）を含む合計13名．

2．授業形態

　前期：織工房1

　後期：織工房ll　ともに実習．

3．授業目標

・織工房1

　織物の制作プロセスを体験し，織物の要素

（テクスチュア，色彩，パターンなど）にっ

いて学ぶ．

・織工房ll

　前期授業をふまえ，ウールを素材に冬の日

常を美しく彩る織物（マフラー）を制作する．

各自の色感と織技法を組みあわせ，パターン

をデザインする．

4．授業進行および課題内容

　織工房1：表1に示す．

　織工房H：表2に示す．

表1　織工房1授業進行および課題内容

課題概要 内容・技法など 素　　材

1 オリエンテーション

?Dり

細長く切った紙を経緯に組み合わせ，織物

ﾌ組織を学ぶ．（平織り・綾織り）

色画用紙を5mm幅

ﾉ細長く切ったも

ﾌを糸に見立てる

2 紙織りのまとめと講評

3 テクスチュアの収集・分類・構

ｬ
グラビァから様々なテクスチュア（例：さ

轤ｳら，ごっこっ，ふんわりなど言葉や視

o的にその印象を持っ表面）を採取し，分

ﾞ，構成する．

雑誌類

4 素材のサンプリング それぞれの糸が持っ特徴（太さ，撚糸の違

｢など）を読み取り，サンプリングする．

綿糸，麻糸，ウール

?C他

5 デザイン

6 糸量計算 綿糸5／2

7 糸の準備

鮪?ﾌ染色（染料計算，染色1の授業内に

�Fする）

反応性染料

8 糸繰り，整経

9

ストライプまたはチェック模様

ﾌ布の制作

E整経長　3．5m

E織　長　2．6m

E織　幅　40cm

E使用箴　50羽／10c皿

@　　　　1本引き込み

E経密度　5本／1cm

E緯密度　5本／1c皿

E色数　2～4色

E織組織平織り

E使用機　ジャッキ式

@　　　天秤式

仮箴通し，経巻き

10 綜統通し，箴通し

11 前付け，タイアップ

12 織り出し

13 織　り

14 織　り

15 仕上げ・まとめ
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表2　織工房H授業進行および課題内容

課題概要 内容・技法など 素　　材

学外実習

京都　川島テキスタイルスクー

汲ﾉおいて織りの実技実習を行

､．

耕織り，っつれ織りのいずれかの技法を選

�ｵ，その基礎を学ぶ．

1 整　経

oつぎ

綿糸5／2
ﾈ糸10／4など

2 織　り

3 織　り

4

サンプル織り

E整経長　1m
E織長　80c皿

E織　幅　20cm

E使用箴　50羽／10cm

E色数　多色
E色糸効果　1本2本交互など

E織組織綾織り
E使用機　ジャッキ式

@　　　　天秤式

まとめ

?ﾌ準備

5 糸の染色 サンプル染色 ウールシルク2／8

_性染料

6 デザイン ウールシルク2／8

7 糸量計算

?ﾌ準備

酸性染料

8 糸の染色

9 糸繰り，整経

10

マフラーの制作

E整経長　2．5m

E織長　1．6m

E織　幅　30cm

E使用箴　50羽／10cm

@　　　　1本引き込み

E経密度　5本／1cm

E緯密度　4本／1cm

E色　数　2～4色

E織組織平織り・綾織りなど

E使用機　ジャッキ式

@　　　天秤式

箴通し，経巻き

11 綜統通し，箴通し

12
前付け，タイアップ

Dり出し

13 織　り

14 織　り

15 仕上げ・まとめ

5．テキスト

随時配布されるプリントを使用．

学生たちのつまずき，立ち止まり，戸惑

いについて

　織工房IIの終了時にアンケートを実施する

ための基礎研究として，織工房1において学

生たちの全体像を把握するための観察を行っ

た．その中で，作業の手を止める学生たちの

姿を見受けることがあった．それは織りの制

作工程をすでに一通り学んだ織工房llの授業

内においても引き続き見受けられた．

　私たち教員はこういった学生たちの姿を

「っまずき」や「立ち止まり」，そして「戸惑

い」として受けとめた．また，学生たちが作

業に立ち止まった時，友達をはじめ教員を気

軽に呼びとめ，作業方法についてたずねる行

動が気になる点としてあげられた．

　実際に織りの制作工程を理解する上で，初

めて織りを学ぶ者にとって難解な言葉や見な

れない道具類が多用されることから，一連の

工程を一度で理解することは困難であるとい
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える．また，この工程の中には様々な手作業

が含まれ，織物を「織る」に至るまでの道の

りの長さに唖然とする学生の姿もあった．

織りの技法と制作工程

　織工房1で見受けられた学生たちの現状を

更に明らかにするたあに，実際に学生たちが

作業を進める上で何にっまずき，戸惑いを覚

え，立ち止まっているのかについて把握する

ことが必要であると考えた．そこで，1．にお

いて織りの技法について確認し，2．では制作

工程を表にまとめ，後期アンケート調査のた

めの基礎資料とした．この表を作成するにあ

たり，制作工程の中で行われる作業内容全て

を項目としてあげている．

1．織りの技法

　織りとは，縦方向に並列させた経糸（たて

いと）と，横方向に並列させながら組み込ん

でいく緯糸（よこいと）を用いて平面を構成

していく技法である．織物の素材となる糸は

動物繊維・植物繊維・化学繊維などから作ら

れている．素材や経糸の交差の仕方（織物の

組織），配色などを変えることにより，様々

な織物を作ることができる．織物は，素材，

表3　織りの制作工程

工　程 概　　　　　要 作業のポイント

1 デザイン どんな織物を作ろうか，様々に思いを巡らし， ラフスケッチ，出来上がりサイズ，

用途，大きさ，配色やパターン，テーマなど チェックパターンの展開，配色，リ

を決定していく． ピートの扱い，イメージの設定（キー

スケッチを描く，雑誌などから参考資料を収 ワード，テーマ），織組織，資料収

集する，糸を紙片に巻き，その風合いなどを 集

確認するなど，様々な方法を試みる．

2 糸量計算 制作に必要な糸の量を計算により求める． 出来上がりサイズの確認，織り縮み

始めに出来上がりサイズの幅と長さを確認し， を含んだ計算，箴通し幅の確認，織

そこに織り縮み分を加え，機の上で織る織物 長の確認，経密度，使用筏，整経本

のサイズを求ある．そのサイズを基に糸の総 数の計算，整経長の計算，糸長，糸

長を求あ，その長さを重さに換算する．デザイ の長さを糸の重さに直す，緯密度

ンした配色にしたがって，各色の計算を行う．

3 糸の準備 糸量計算に基づき，必要な糸を色別に準備す 糸（紹）をさばく，糸を紹かけにか

る．大きな紹から色ごとに必要な糸を木枠に ける，ひびろを切り糸口を取り出す，

巻き取り計量し，染色しやすいように再度， 糸を木枠に巻き取る，必要な糸の重

紹の状態に巻き上げる． さを確認，紹上げ機で紹にする，ひ

びろを作る

4 染　　色 必要な助剤や染料，湯の量を計算・計量する． 精練：必要な助剤の計算，湯の量の

（精練含む） 次に準備した糸を精練し，染色する． 計算，温度計・タンクの準備，精練

扱う素材によって精練方法，助剤，染料，染 剤の計量，温度調整，すすぎ洗い，

色温度などが異なる． 脱水・乾燥

染色：染料・助剤の計算，湯の量の

計算，糸をぬるま湯にっける，温度

計・タンクなどの準備，湯・染料・

助剤の計量，染料・助剤の投入，温

度調整・糸の投入，染色中の糸繰り，

温度の維持管理，自然冷却，すすぎ

洗い，脱水・乾燥，糸をさばいて整

える
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5 糸繰り 染色後の糸を木枠に巻き取る． 糸（総）をさばく，糸を紹かけにか

ｯる，ひびろを切り糸口を取り出す，

?�ﾘ枠に巻き取る，整経しやすい

謔､に色ごとに2っの木枠に分けて

ｪき取る

6 整　　経 織りに必要な長さの経糸を必要本数揃え，配

�ｷる．作業には整経台を用いる．糸のテン

Vョンを均一にすること，糸の配列を決定す

驤ｻを取り落とさないようにすること，糸の

{数を正確に数えることなどに注意しながら

?ﾆを進ある．

整経台の準備，整経長及び整経本数

ﾌ確認，整経長と同じ長さの別糸を

?�ｵ整経順路を確認，整経の開始

i糸を結ぶ），綾をとり整経を進める，

{数を確認，整経の終了（糸を結び，

ﾘる），綾を確保，整経した糸のず

黷�hぐたあに数カ所を別糸で括る，

K当な本数ごとに糸を切り結ぶ，鎖

ﾒみにして整経台から糸を下ろす

7 仮箴通し 経糸を筏に仮に引き込み，織幅を整える．こ

ｱでは作業を効率的に進めるために，実際の

Dりに用いる箴よりも目の粗い筏を用いて糸

�ﾜとあて引き込む，または，同じ箴を用い

ﾄ1羽おきに2本の糸を引き込むような工夫

�ｷる．

綾に綾棒を通し綾棒の両端の紐を結

ﾔ，道具の準備，箴中央部から箴通

ｵ幅の半分を測りそこから箴通しを

nある，1羽に2本引き込み隣の目

ﾍ空ける（繰り返し），適当な本数

�ﾜとめて結び筏から抜け落ちない

謔､にする

8 経巻き 経糸を機に取り付け，機の後方の千切に巻き

謔驕D

ｪき取りの前に，千切から伸びた棒に経糸を

汲ﾑ，箴の手前にある綾を箴の後方へ移す

u綾返し」の作業を行う．糸のテンションを

ﾏ一にして巻き取る．

箴を機のかまちにはめる，機の中央

ﾆ箴の中央を合わせる，糸端を適当

ﾈ本数ごとに千切に結び付ける，綾

ﾔし，機草の準備，テンションの確

F，機草を挿入しながら経糸を巻き

謔驕C経巻き終了後機草を紐などで

汲墲ｦ経糸が緩まないようにしてお

ｭ，箴から糸を適当な本数ごとに抜

ｫ結んでおく

9 綜統通し 経糸を1本1本綾の順番通りに綜統の目に通

ｵていく．通し順は，制作する織物の組織に

謔ﾁて異なる．

中央から綾の順番通りに経糸を1本

ｸつ綜続に通していく，通し終わっ

ｽ後通し順を確かめ結んでおく

10 箴通し 経糸を箴に通し，織物の密度を整える．綜続

ﾉ通された糸の1順番通りに箴に糸を引き込む

箴中央部から箴通し幅の半分を測り

ｻこから筏通しを始める，耳部分の

ｼ目には1羽に2本を引き込む，耳

ﾈ外の箴目には1羽に1本を引き込

ﾞ，適当な本数をまとめて結び箴か

逕ｲけ落ちないようにする

11 前付け 経糸を機の織り出し棒に結ぶ経糸のテンショ

唐�ﾏ一にする．

箴幅の2～3cmにあたる経糸をまず

Dり出し棒の中央に結ぶ，同じ本数

�ｼ端に結ぶ，残り部分を左右均等

ﾉ結ぶ，テンションを確かめもう一

x結ぶ（真結び），テンションが均

黷ﾅない場合は結び直す

一　39一



青木・秦：女子短大生における織実技教育について

12 タイアップ 綜続枠を踏み木に結ぶ．機はこの接続により， タイアップ図の確認，綜続枠を招木

踏み木を踏んで綜統を上げ下げすることがで に通して踏み木と接続，綜胱がタイ

きる状態になる．織物の組織により綜続枠と アップ図と同じように上がるか確認

踏み木の組み合わせが異なる．

13 織り出し 経糸を準備し，織り始める．これまでの作業 経糸の準備：管巻き用の紙または管

に間違いがないか確認し，間違いがあった場 を準備，管巻機に紙または管をセッ

合は原因を探り，直す． ト，始めに管の両端が高くなるように

糸を巻き次に中央を埋めるように巻く，

捨て織り用に太あの糸を巻く，シャ

トル（‡予）の準備，糸が下から出て

くるようにシャトル（仔）にセット

捨て織り：踏み木を踏んで綜続を上

げ（開口）捨て織り用の緯糸を入れ

る，かまちを下ろす，踏み木を踏み

かえ反対側から緯糸を入れる，3～

4c皿程捨て織りをする，綜続通しや

箴通しに間違いがないか織り地を見

て確かあ間違いがあれば直す

14 織　　り 踏み木を踏み，緯糸を入れ，打ち込む織り 糸を継ぐ場合は新しい糸を重ねて織

の動作をリズミカルに繰り返し織り進める． り込む，織り終わりに捨て織りをする

15 仕上げ 織物の両端の房の始末や縮絨，アイロンなど 織端の捨て織りをほどき経糸を数本

で風合いを整え仕上げる． ずっ結ぶ，または撚り合わせて房を

つくる

木綿・麻の場合：水洗いの後アイロ

ンをかける

ウール：モノゲンなどの洗剤を用いて

軽く押し洗いの後アイロンをかける

色彩，テクスチュア，形態などの要素の調和

の上に成り立っている．複数の糸を整然と扱

い，平面を構成していくためには，機をはじ

めとして，様々な道具が用いられる苦8！

2．制作工程

　本コースでは高機を用いた織物の制作を行っ

ている．そこで表3に高機を用いた本コース

で行われている織りの制作工程を記述した．

研究方法

1．目　　的

　織工房の授業を通し，表3に示す1～15の

どの制作工程において学生たちのっまずき9）

が見受けられるのか観察した結果，1～13の

各工程においてつまずくことが分かった，O！

　そこで，織工房Hの授業内において，制作

工程13「織り出し」までの制作工程および作

業内容に関する学生たちのつまずきの実態を

アンケートによって明らかにすることとした．

2．方　　法

　織工房11で学ぶ「マフラー制作」の「織り

出し」に至るまでの制作工程について，次の

（1）～（3）を明らかにすることを目的としアンケー

ト調査を行った．

（1）各自の作業の進め方について

　以下の選択肢を設け，学生本人の作業の進

め方にあてはまるものを選択してもらった．

A：自主的に課題内容を理解し，作業を進め

　　た．

B1：教員に個人的に質問をするなど指導を
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　　受けながら作業を進めた．

B2：友達に教えてもらう，または相談しな

　　がら作業を進あた．

B3：ノート・配布資料を見返して1人で作

　　業を進めた．

　Aは前期で学んだ織りの作業工程を理解し，

作業を進める上で援助を特に必要としない

「身についているレベル」を基準とした．

　Bは，前期で学んだ織りの作業工程の理解

が未熟であり，作業を進める上で何らかの援

助を必要としたレベルを基準とし，そのタイ

プをB1～B3と区分した．

②　っまずきを覚えた作業内容にっいて

・表3にある「作業内容」の項目を手順を追っ

て列挙し，選択肢とした．

・（1）にっいてB1～B3を選択した場合，作業

　項目の中からあてはまる項目を選択するよ

　う指示した．

（3）作業しにくいと感じる制作工程にっいて

　13の制作工程の中から，特にやりにくいと

　感じている工程を選択してもらった．複数

　回答を可とした．

3．対　　象

　織工房ll履修生13名

　アンケート用紙は2003年2月3日に配布し，

2月10日に回収した．回収率は100％であっ

た．

結果および考察

1．作業の進め方について

　図1にあるように，糸の準備，糸繰り，前

付け，織り出しについては，約半数の学生が

Aを選択し，内容を理解し，作業を進めたと

回答した．整経，経巻きについては，9割近

くの学生がB1を選択し，教員に質問するな

ど，指導を受けながら作業を進めたと回答し

た．更に，染色，綜続通し，次いで糸量計算

にっいても過半数の学生がB1を選択し，教

員の援助を必要としたとしている．作業全般

にわたってはB2の友達に教えてもらう，ま

たは相談しながら作業を進めたとの回答が多

かった．一方，B3のノート・配布資料を見

返して1人で作業を進めたという回答は少な

かった．なお，図に示す人数の合計が対象者

の13名を上回っているのは，B1～B3を選択

した場合，一っの選択肢に留まらず，複数の

選択がなされたことによるものである．

　学生たちは織工房1および，夏期休業中に

行われた京都にある川島テキスタイルスクー

ルでの学外実習を含あ，後期授業が始まるま

でに合計2回～4回の一連の制作工程を経験

してきているが，このアンケート結果からは，

「自主的に作業内容を理解し，作業を進める

ことができる」というレベルにまで至ってい

ない現状が明らかになった．

　また，っまずきに直面した場合の解決法と

して，身近であり質問しやすい友達に相談す

る，あるいは教員に直接質問することを多く

の学生たちが手段としてとっていたことが分

かった．教員が配付したテキストとなるプリ

ントや，個人の制作を記録したノートなどの

資料を見返すという手段をとることが少なく，

直接的な人との対話によって，つまずきの状

況から回避しようとする学生たちの行動を窺

うことができた．中には，自分が次に何をし

たらいいのか分からず，ただ立ちすくみ教員

に声をかけてもらうのを待っ姿もあった．

「ここはどうしたらいいの」「先生，ちょっと」

そういった呼び声が教室内を行き交うのも現

状である．

　このような常に人と関わらなければ作業を

進めることができないという状況が当たり前

のようになってくると，制作工程や作業内容

自体を覚えなくても良いというような気持ち

をお互いに肯定する風潮が生まれてくるおそ

れがある．または，なんとなく自分では良い

と思っていても不安を覚え，自分の作業があっ

ているのかどうか他の人に聞くといった，自

分の判断に自信を持っことができない学生が

増えるのではないかと予想される，i！
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1．デザイン

2．糸量計算

3．糸の準備

4．染色（精練含む）

5．糸繰り

6．整　　経

7．仮箴通し

8．経巻き

9．綜銑通し

10．箴通し

11．前付け

12．タイアップ

13．織り出し

　　　　　　0123456789　匿鋼A：自主的に課題内容を理解し，作業を進めた

　ge　B1教員に個人的に質問するなど，指導を受けながら作業を進めた

　圏B2・友達に教えてもらう，または相談しながら作業を進めた

　■B3：ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた

注）・複数回答可とした

　・対象者13名
　　　　　　　　　　　　　図1　作業の進め方について

10　11　12　13名
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　実技の学習に関して本年度は①デモンスト

レーションによる学習②ノートへの作業内容

の記録と教員による添削指導③資料の配布の

3点を中心に行ってきたが，このようなアン

ケート結果と学生たちの現状を受け，学習の

方法として十分ではなかったのではないか，

という思いに至っている．

　時間が限られた短期大学の授業内において，

織物を初めて学ぶ学生たちにとって，どのよ

うに技術を自分のものとしていくのかという

ことは，教員と学生の共通課題となっている．

そういった時間的制約の中で慣れない多くの

手作業の一つ一つを学生たち自らが進めなけ

ればいけないのは大変である，という強い意

識が教員にあるためか，デモンストレーショ

ンや個人指導などの直接的指導に頼る傾向が

あった．

　しかし，今回の結果を受け，そういった指

導法を偏重することによって，学生たちに自

然と「聞けば教えてくれるだろう」という学

びに対する安易な態度や気持ちを喚起させて

しまっている一つの原因に教員も加担してい

るのではないか，と考えた．

　そこで，学生たちがっまずきを覚える際の

問題への対応について，学生たちが普段から

学んでいる姿勢の中で得られてきた「経験」

を応用することにより，「分からなければす

ぐ聞く」という姿勢から，まず「自主的に問

題に取り組む」という姿勢を喚起することが

できるような支援方法がないだろうかと考え

た．

　仮にそれを「間接的な支援方法」とし，学

生たちの本来持っている力を導き出す方法を

模索し，検討する必要があると考えている．

現時点では，一つの方向として，今まで行っ

ていたテキストとなる配布資料や，学生たち

が行った作業内容の記録方法を，より分かり

やすいものに改善することが必要であると考

えている．それが現実のものとなれば，学生

たちが実際のっまずきを感じる際に，自らの

手で記録され集積された資料を個人のテキス

トとすることができ，あわせてそれまでの自

らの学習を振り返ることで，問題を自分の力

によって解決し，作業を進めることが可能で

はないかと考えている．

2．つまずきを覚えた作業内容について

　調査結果に基づき，学生たちの各制作工程

においてどの作業につまずいたのか，その傾

向を明らかにする．更に，制作時の学生の実

態を振り返りながら今後の指導のあり方につ

いて考えてみたいと思う．

（1）デザイン

　表4にあるように，ここでは約3割以上の

学生がっまずきの内容として，出来上がりサ

イズと織組織の項目を選択している．これら

は，どちらも織りの具体的な要素に関わるも

のである．

　マフラーのサイズは日頃の生活の中で気に

とめる機会が少ない要素であるが，制作にあ

たってはサイズを決定する必要があった．そ

こで今回は幅30cm，長さ140cmを参考サイズ

として示したが，学生本人が日頃から使用し

ている自分のマフラーのサイズを測り，それ

を参考にサイズを考える姿が見受けられた．

　織りの組織に関しては，これまでの実習に

おいて平織りと綾織りを経験しているため，

同じ配色の場合でも織組織の違いにより，風

合いや感じががらりと変わることを学生たち

が分かり始めた段階であると言える．そこで

織組織の決定において，教員がこれまでの体

験や資料・サンプルなどを提示し，助言した．

更に，織り経験の少ない学生たちに対しては，

個々のデザインにあわせた個人的助言が必要

だった．

　次にっまずいた点としてあげられていたの

が，イメージの設定（キーワード，テーマ）

にっいてであった．この項目に関し筆者らは，

制作の長い道のりを歩む上では，「こんな織

物を作りたい」という思いや，「こんなことを

織りで試してみたい」といった自分なりのテー
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マ設定をしっかりと据えることが大切である

と考えている．そのテーマ設定を行う助けと

して，雑誌から素材となる写真を切り出し，

イメージスケッチを幾通りにも描いてみると

いう行為を行わせてきた．また，テーマやキー

ワードとなる言葉を基に，そこからイメージ

される言葉をランダムに書き連ねることで，

そこで制作のきっかけをっかみ，自身を制作

へと導くこともできるようにしてきた．これ

は，「遊び」的要素を含む行為であり，この行

為が何の為に行われているのか知り得ない人

物が見ると，ただ落書きのような，デタラメ

な行為として受け止められるかもしれないが，

この「遊び」とは，制作へ向かうステップの

一つであり，アイディアソース収集のための

重要な行為となり得るものである．そして，

この「遊び」から得た様々なきっかけを膨ら

ませ，整理することが，自ら進むべき道を方

向付けるためのデザイニングにおいては重要

であると筆者らは考えている．なぜならば，

「遊び」を通して物事の断片を拾い集め，整

理することによって，自分は何が好きで，ど

うしたいのか，という素直な気持ちへの気付

きにっながり，一人一人のデザイニングの核

になると考えるからである．

　デザイニングの過程となるこの項目にっい

て今回っまずきを覚える学生は意外にも少な

く，この結果のみでは十分な読み取りをする

ことができなかったが，今後とも更に詳しい

観察をしていく必要があるように思われる．

それは，逆にっまずきを覚えないということ

で，学びに対する深まりや広がりといった質

に関わるものを得られていないのではないか，

というおそれがあるからである．デザイニン

グの段階を更に充実させる方法については今

後の研究課題とする必要がある．

②　糸量計算

　表5にあるように，この工程は教員の援助

を必要とする学生が多い工程の一っであった．

計算の始あの段階で行う織縮みを含んだ計算

表4　つまずきを覚えた作業内容

　　　　［デザイン］
　　　　　　　　　　　　対象者13名

ラフスケッチ

出来上がりサイズ

チェックパターンの展開

配　　色

リピートの扱い

イメージの設定
　（キーワード，テーマ）

織組織
資料収集

表5　っまずきを覚えた作業内容

　　　　［糸量計算］
　　　　　　　　　　　　対象者13名

出来上がりサイズの確認

織り縮みを含んだ計算

筏通し幅の確認

織長の確認

経密度

使用筏
整経本数の計算

整経長の計算

糸　　長

糸の長さを糸の重さに直す

緯密度

をはじめ，糸の総長の計算，糸の総長を重さ

に換算と，全般にわたってつまずきがあった

ことが分かる．実際の制作においては，個々

のデザイン，配色にあわせての計算が必要な

ために，個人的指導と確認の時間を要した．

　ここでのっまずきの主な原因は，織物特有

の用語の理解が曖昧であること，織物の構造

の理解が不十分であることにあると考える．

織物の構造の理解に関して，具体的で分かり

やすい学習方法の工夫を，今後検討していき

たいと考えている．

　織物経験の浅い学生たちにとっては，視覚

的に具体的な変化が感じられず，手応えの得
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にくい段階であるため，織物に対し面倒くさ

いというイメージを付加しているのかもしれ

ない．しかし，イメージを形にしていく上で

は，こういった計画のプロセスもまた，欠く

ことのできない必要なステップであると考え

る．織物の構造と機の構造との関連をはかり

ながら，一っ一つの用語や計算を理解できる

ような学習の方法を検討するとともに，その

機会をどの段階で設定したら良いのか，その

時期を考慮し，織物の基本的理解の学習とし

て位置づけていきたい．

③　糸の準備

　表6にあるように，この制作工程における

っまずきの作業内容として，約3割の学生が

木枠に巻き取った糸の重さを確認する作業に

っいてあげている．その具体的な内容は必要

以上の量を巻き取ってしまった場合の対処方

法，途中で糸が足りなくなった場合の糸の繋

ぎ方などに関するものであった．一方，糸を

木枠に巻き取る作業は制作工程の中で度々必

要とされる作業であるため，自然と経験回数

が多くなり，学生たちは比較的大きな問題を

感じることがなくスムーズに作業を進めるこ

とができたようだ．

　ただし，経験回数も比較的多い作業内容で

あるはずの，紹を作る際に必要となるひびろ

の糸の渡し方，結び方にっいて，後期の段階

でも曖昧な点が見られたので，教員が個人的

に指導にあたるといった現状もあった．ひび

ろは糸口を分かりやすくし，糸を乱さないた

めに結ぶ糸である．この扱いは学習の初期段

階で確実に身につけることができるようにす

る必要があると考えられた．

（4）染　色（精練を含む）

　表7にあるように，この制作工程における

っまずきとして約6割の学生が，助剤，染料，

湯の量の計算についてその項目をあげている．

染色に必要な染料や助剤，湯の量は，糸の重

さを基準とした掛算により求められるが，助

剤や染料は通常，糸の重さに対し，％で示さ

表6　っまずきを覚えた作業内容

［糸の準備］

対象者13名

作業　内　容 選択者数

糸（紹）をさばく 1

糸を紹かけにかける 0

ひびろを切り糸口を取り出す 1

糸を木枠に巻き取る 0

必要な糸の重さを確認 4

総上げ機で紹にする 2

ひびろを作る 2

表7　っまずきを覚えた作業内容
　　　［染色（精練含む）］

　　　　　　　　　　　　対象者13名

必要な助剤の計算

湯の量の計算

温度計・タンクの準備

精練剤の計量

温度調整

すすぎ洗い

脱水・乾燥

染料・助剤の計算

湯の量の計算

糸をぬるま湯にっける

温度計・タンクなどの準備

湯・染料・助剤の計量

染料・助剤の投入

温度調整・糸の投入

染色中の糸繰り

温度の維持管理

自然冷却

すすぎ洗い

脱水・乾燥

糸をさばいて整える

れる．例えば100gの糸に対し染料が2％の

場合は，100×0．02＝2gとなる．この糸（被

染物）と染料の濃度の関係に関する基本的な

計算方法の理解にっいて不確かな学生が見受

けられた．
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表8 っまずきを覚えた作業内容

　［糸繰り］
　　　　　　　　　対象者13名

作業　内　容 選択者数

糸（紹）をさばく 2

糸を紹かけにかける 1

ひびろを切り糸口を取り出す 1

糸を木枠に巻き取る 0

整経しやすいように色ごとに2っの
ﾘ枠に分けて巻き取る

2

表9 っまずきを覚えた作業内容
　［整　　経］
　　　　　　　　　対象者13名

整経台の準備

整経長及び整経本数の確認

整経長と同じ長さの別糸を準備し
整経順路を確認

整経の開始（糸を結ぶ）

綾をとり整経を進ある

本数を確認

整経の終了（糸を結び，切る）

綾を確保

整経した糸のずれを防ぐために数カ
所を別糸で括る

適当な本数ごとに糸を切り結ぶ

鎖編みにして整経台から糸を下ろす

　また，今回の染色では，赤，青，黄，の三

原色の酸性染料を主に用い，色を求めたため，

混色に関する基礎的知識が必要となった．そ

のため，混色経験の浅い者にとって，その染

料濃度を示す数字だけではその色をイメージ

することが困難であるという面も発生してい

る．

　その問題に関する対策として，サンプル的

な染色を導入し，色見本の蓄積を行っている

が，十分ではない．このような染料の特徴や

計算回数が多い点が，つまずきに関係してい

るのではないかと思われる．

　その他にも学生たちの中には，自分が計算

し，求めた値が正しいか確かめて欲しいと教

員に確認する学生も見受けられた．このよう

な学生の様子からは，計算に対する苦手意識

も窺えた．

　感覚的に染料を混ぜあわせ，求める色を染

色する方法もあるが，計画性に乏しいため染

料や素材を無駄にするリスクがある．そういっ

たことからも素材を無駄なく生かし，計画的

にものをつくる視点を身にっけることが大切

であると筆者らは考えている．

　また，三原色から様々な色を作り出す方法

は，日常生活で目にする印刷技術にも用いら

れているものであり，豊かに生活を彩る知恵

の一っである．糸染めの学習に留まらず，こ

の制作工程の段階では，色彩の学習との関連

を意識した内容に展開していくことも検討す

る必要があると思われた．

㈲　糸繰り

　表8にあるように，この作業工程は学生た

ちにとって，比較的作業がスムーズに進めら

れた工程であることが分かる．

　ただ，整経を見越して2っの木枠に糸を分

割し，巻き取る作業まで意識が回らなかった

学生が数名いた．このことに関するっまずき

は，次の工程をイメージすることができなかっ

たことにあると思われる．

⑥　整　　経

　表9にあるように，この制作工程における

っまずきとして，約7割の学生が整経のll頂路

の決定をあげている．また，始めの糸端をど

の杭に結んだら良いのか分からず戸惑う学生

の姿が見受けられた．綾を取りながら糸を引

き揃える整経動作そのものよりも，工程にお

いてまず何をしなければならないのか，とい

う点について曖昧な理解に留まっていること

が分かる．

　更に，この整経に関する作業内容全般にわ

たり学生がっまずきを覚えたとしていること

から，確認事項が曖昧な状態で作業をしてい

ることや，この工程の作業が流れとして身に

ついていないことが窺える．

　鎖編みの方法についてあげている学生も約
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6割いるが，この作業は糸が絡まることを防

ぐための行為であり，先述した確認事項の暖

昧さの問題に比べると，この作業のつまずき

に関しての重要度はそれほど高くない．

　整経は，織物の経糸の構成を決定する重要

な工程である．具体的な操作の流れと，確認

事項とを関係付け，整経台の準備から糸を下

ろすまでの一連の動作を流れとして身にっけ

ることを指導していく必要があると考える．

また，整経する糸の始めと終わりの位置を表

示するような目印を整経台に付けることを検

討する必要があると考えた．

（7）仮箴通し

　表10にあるように，この制作工程における

っまずきとして，約4割の学生が道具の準備

をあげている．ここでの道具は箴，糸を通す

ための箴通し，箴立て，綾棒，綾棒をのせる

ための木枠，糸のずれを防ぐための重りなど

である．これらの道具は作業しやすいように

適切な位置におくことが大切であるが，何を

どこにおいたら良いのか迷う学生の姿が見受

けられた．

　また，約7割の学生が箴通しの位置の決め

出しと，引き込みの糸の本数に対してつまず

いたとしている．この工程の目的が理解でき

ていないことが，位置や引き込みの本数に対

する戸惑いに関係していると考えられる．

　この工程の目的を明らかにした上で，位置

の設定を行い，手順を示し，確実な理解の基

に作業を進められるような指導が必要である

と考えられた．

（8）経巻き

　表11にあるように，この制作工程における

っまずきとして，約5割の学生が箴をかまち

にはめることをあげている．この作業では，

手前に綾をおき，かまちに箴を取り付けるの

であるが，綾をどちら側においてかまちに箴

を取り付けるのか，その前後の位置関係に戸

惑う姿が見受けられた．

　また，殆どの学生が綾返しの作業にっまず

表10っまずきを覚えた作業内容
［仮箴通し］

対象者13名

作　業　内　容 選択者数

綾に綾棒を通し両端の紐を結ぶ 3

道具の準備 5

筏中央部から箴通し幅の半分を測り
ｻこから箴通しを始める

9

1羽に2本を引き込み隣の目は空け
驕i繰り返し）

7

適当な本数をまとめて結び筏から抜
ｯ落ちないようにする

3

表11っまずきを覚えた作業内容

　　　　［経巻き］
　　　　　　　　　　　　対象者13名

箴を機のかまちにはめる

機の中央と箴の中央を合わせる

糸端を適当な本数ごとに千切に結び
付ける

綾返し

機草の準備

テンションの確認

機草を挿入しながら経糸を巻き取る

経巻き終了後機草を紐などで結わえ
経糸が緩まないようにしておく

箴から糸を適当な本数ごとに抜き結
んでおく

いたとしている．学生たちはここで作業の手

順を間違え，綾を取り落とし，糸の順番が乱

れると後々にもそれが影響することを理解し

ているためか，「間違いたくない」という思い

が強くなり，自然と教員の援助を求めている

ようだった．

　綾返しは順番に並んだ綾を正確に箴を挟ん

で移動する，という作業である．糸に適度な

張りを与えた状態を保っことで糸さばきがし

やすくなり，一っ一っの作業を落ち着いて確

実に実行すれば，決して作業そのものは難し

いものではない．ただ，学生たちが戸惑うよ

うに，実際にこの作業は複雑であり，口頭や

プリントなどの手持ち資料だけで説明しても，

十分な理解が得られるものではなく，手から
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表12っまずきを覚えた作業内容

　　　　［綜統通し］
　　　　　　　　　　　　対象者13名

作　業　内　容 選択者数

中央から綾の順番通りに経糸を1本
ｸつ綜続に通していく

ﾊし終わった後通し順を確かめ結ん
ﾅおく

71

表13っまずきを覚えた作業内容

　　　　［箴通し］
　　　　　　　　　　　　対象者13名

作　業　内　容 選択者数

筏中央部から箴通し幅の半分を測り
ｻこから箴通しを始める

ｨ部分の籏目には1羽に2本を引き
桙ﾞ
ｨ以外の箴目には1羽に1本を引き
桙ﾞ
K当な本数をまとめて結び箴から抜
ｯ落ちないようにする

4461

手へと伝えなければ理解に繋がりにくいもの

であるといえる．実際一人で行うことはとて

も困難な作業である．

　更に，この工程に関しては，機の上の作業

に移ることに対して「緊張する」との学生の

言葉もあった．この作業にっいては周囲の人

と関わり，協力しながら作業回数を重ねるこ

とで正しい作業に慣れ，確実にできるように

なると考えている．

　また，経巻きが終了したところで箴目から

糸を抜き取らなければ次の作業である綜統に

糸を通すことはできないのだが，それにっい

て理解できていない学生がいた．このつまず

きは工程の流れが十分理解できていないため

におこる勘違いであると思われる．

（9）綜統通し

　表12にあるように，この制作工程における

っまずきとして，約5割の学生が綜統の目に

糸を通していくことを困難であるとしている．

　本コースで主に使用しているジャッキ式の

機は4枚綜続である．この機は綜統枠の中央

が金具で固定されているため，中央部から左

右に作業を進めなければならない．左半分は

左手で経糸と綜統を同時に持ち，人指し指で

糸を分け，右手に持った綜続通しを綜続の目

に入れ，糸を引っ掛けて引き出す．一方，右

半分は作業を進める方向の違いにより，この

方法は使えない．そこで，1本1本を分けな

がら作業を進めることとなる．学生たちの作

業の姿を観察すると，人指し指を使って糸を

分けていく動作がぎこちなく，上手くできて

いないようだった．順通しの場合，左半分は

奥の綜続から手前へと作業を進め，右半分は

手前から奥へという手順で作業を進めるが，

この方向の違いに学生たちの戸惑う姿が見ら

れた．また，通す糸の本数を2本とする間違

いも見受けられた．これはおそらく，仮箴通

しとの混同から生じたものと思われる．機の

構造と綜統の役割を理解できるようにしたい

が，その前段階として，織物の経糸と緯糸の

構成に関する基本的な理解が必要であること

が示唆された．

㈹　箴通し

　表13にあるように，この制作工程における

っまずきとして，約3割の学生が箴通しの始

めの位置の決め出しをあげている．また，織

物の両端の耳部分の引き込み本数と，耳以外

の部分の引き込み本数に戸惑った学生も3割

を超えている．耳の部分に2本の糸を引き込

むことで，耳が丈夫になり，織りやすくなる

利点がある．

　この工程は，仮箴通しに準じて行うことが

できるにも関わらず，このような現状が浮か

び上がった．箴が織物の密度を整え，緯糸を

打ち込む，という箴の役割自体を理解できて

いないことが分かった．

㈹前付け
　表14にあるように，この制作工程における

つまずきにっいては，ばらっきが見られた．

項目の中に記載されていないが，織り出し棒

を機に対して平行に調整されない状態で作業

を進めている学生の姿が見受けられた．その

場合は教員が個別に指導にあたった．
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表14 っまずきを覚えた作業内容

　［前付け］
　　　　　　　　　対象者13名

作　業　内　容 選択者数

箴幅の2～3cmにあたる経糸を織り
oし棒の中央に結ぶ

3

同じ本数を両端に結ぶ 2

残り部分を左右均等に結ぶ 2

テンションを確かめもう一度結ぶ
i真結び）

2

テンションが均一でない場合は結び

ｼす
3

表15 っまずきを覚えた作業内容

　［タィアップコ
　　　　　　　　　対象者13名

作　業　内　容 選択者数

タイアップ図の確認

雌攪gを招木に通して踏み木と接続

資ｱがタイアップ図と同じように上
ｪるか確認

334

（12）タイアップ

　表15にあるように，この制作工程における

っまずきとして，タイアップ図の確認，接続

の作業，踏み順と，ばらっきが見られた．

　踏み木を踏む織りの動作の記憶と重ねあわ

せて理解がされていたためか，半数近くの学

生は援助を必要とすることなく作業を進める

ことができたようである．更に，この工程が

織り出しの前工程であることから，「早く織

りたい」という気持ちが作業を助け，自然と

意欲が高まっていたようであった．

㈹織り出し
　表16にあるように，この制作工程におけるっ

まずきとして，捨て織り，間違いの修正をあ

げている．その他については，殆ど問題を感

じることなく作業が進められたようである．

今回新たな織組織に挑戦しようとした学生と，

間違いが発見された学生に対しては，それぞ

れの状況に応じ教員が個別に指導にあたった．

　なお，このアンケートの中で選択肢として

「その他」の項目をあげていたが，集計の結

表16っまずきを覚えた作業内容
　　　　　［織り出し］

　　　　　　　　　　　　対象者13名

管巻き用の紙または管を準備

管巻機に紙または管をセット

始めに管の両端が高くなるように糸を

巻き，次に中央を埋めるように巻く

捨て織り用に太めの糸を巻く

シャトル（‡予）の準備

糸が下から出てくるようにシャトル
（梓）にセット

踏み木を踏んで綜統を上げ（開口）
捨て織り用の緯糸を入れる

かまちを下ろす

踏み木を踏みかえ反対側から緯糸を
入れる

3～4cm程捨て織りをする

綜続通しや箴通しに間違いがないか
織り地を見て確かめ，間違いがあれ
ば直す

果，13工程の中で特に回答を得ることができ

なかった．これは，学生たちがっまずきや戸

惑いを覚えているのではないかと予想された

すべての項目を筆者らが選択肢としてあげた

ことが，この集計結果に繋がったのではない

かと考えている．

　以上，各工程にっいてのっまずきに関する

アンケート結果の集計と，その作業内容を振

り返ることにより，明らかになった以下の点

について述べたい．

　織りの準備工程は沢山の手仕事の連続であ

る．13の工程を大きな流れとして捉えること

ができるが，それぞれの工程もまた小さな作

業の流れを含んでいる．

　しかしながら，学生たちはそれぞれの工程

の目的を十分理解しているとは言えない．そ

こで，織りの制作工程を学ぶにあたり次にあ

げる①～③を重要であると考えた．

①織りの工程の大まかな流れをっかみ，各工

　程の目的を理解させるようにすること．
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②工程の名称や道具の名前など，織りの専門

　用語に慣れるようにすること．

③各工程の作業を流れとして身にっけさせる

　こと．

　これらの要点をふまえた指導を実践してい

くために，新しい工程の段階に入る時に行う

デモンストレーションの際に，その目的と作

業上のポイントを明確に言葉として伝える必

要を感じた．また，丁寧に各工程の最初の作

業を示すよう配慮することが重要であると示

唆された．

　更に，学生自身のノートへの記録方法を工

夫し，配布資料の内容にこれらに関すること

を盛り込むことによって，充実を図ることが

できると考えている．

3．作業しにくいと感じる制作工程について

　図2にあるように，殆どの学生が一連の制

作工程の中で作業しにくい工程として，糸量

計算12）をあげている．次に，約6割の学生

が綾返しについて，また，約5割の学生が整

経，経巻き，綜続通しの各工程を作業しにく

いとしている．特に糸量計算については，前

項においてその作業の進め方に関し，整経や

経巻きに比べて比較的教員の個人的指導を必

要としていない工程であるとアンケート結果

から読み取れていたのだが，ここで得たアン

ケート結果では，前述の結果とは矛盾してい

るかのような回答結果が得られた．そこで，

この学生の実態について更に詳しい現状を明

らかにし，このアンケート結果の内容をより

補足する必要があると考えた．そこで，1年

間を通し学生の実態を観察してきた中でこの

制作工程で特にっまずきを感じていたのでは

ないかと思われる学生5名について個々に聞

き取りを行ったところ，次のような意見を得

ることができた．

・計算という言葉を聞くだけで拒否反応を覚

　える．

・織長や，整経長などの言葉の意味が理解し

にくい．

・計算結果があっているかどうか自信がなく，

誰かに確かめてもらいたい．

・糸が足りなくなると困るため，糸量計算は

必要だと思うが難しい．

・計算に慣れればできると思うが，方法を忘

れ，分からなくなる．

・経糸と緯糸の計算を混同することがあり，

混乱した．整理することによって理解でき

た．

　これらの言葉から学生たちは計算に対し苦

手意識があるが，織物を制作するための計画

として必要な工程であると思っていることが

窺えた．

　糸量計算は自分が「こういう織物を作りた

い」というイメージが明確になっており，デ

ザインがきちんとなされている場合に，それ

を実現するために必要な作業であると言える．

ただし，必ずしも糸量計算に頼らなくても，

織物を制作することはできる．むしろその方

が織りの行為を純粋に楽しむことができると

言えるだろう．それは機に掛けられた経糸に，

身近にある糸を緯糸として試しに入れていく

ことで，思いもよらない布の表情に出会うこ

とができたり，自由な発想を織物として形に

することができるといった可能性に繋がるこ

とがあるからである．

　しかし，こういった基本を理解しない上で

行う可能性の追求は「ただ楽しい」という行

為だけに留まりやすく，そこから新しいもの

へなかなか発展することが難しいということ

を実際に作品制作を行ってきた筆者らの経験

上言えるのではないかと考えている．そういっ

た経緯から，学生たちが本当の織りの楽しさ

を学ぶ段階に進むために，基本となる糸量計

算の理解とその必要性を認識してもらう必要

があると考えている．そのため，今回学生た

ちが作業しにくい工程としてあげたこの「糸

量計算」が織物を学ぶ最初の大きなっまずき
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　　　　　　　　　　　図2　作業しにくいと感じる制作工程

にならないよう，今後，指導方法を検討して

いく必要があると考えた．

　これまで糸量計算の学習について，織物を

図に描く，用語の説明，糸量計算の公式を示

す，など解説に力を入れてきた．しかしなが

ら実際の場において，学生たちを理解に導く

ための指導として足りるものとなっていない

ようであった．そのため，自然と指導のいき

わたらなかった部分を補うために個人的にそ

れぞれのデザインにあわせ，説明を繰り返す

こととなった．

　しかもこの方法では，数字や言葉と実際の

糸や織物の間に大きな隔たりが生まれ，理解

しにくかったようである．より具体的な分か

りやすい学習の方法を今後の研究課題の一っ

としたい．また，それを行う上で，織物が制

作された手順を遡り，解体してみることによっ

て糸口をっかめるのではないだろうかと考え

ている．

　織物は，細い糸を集め，並べ，交差したも

のであるが，この織物を解きほぐしていくと，

経糸と緯糸に分解できる．それぞれを結び，

繋いでみると，経糸と緯糸の2本の長い糸が

見えてくる．この2本の糸が織物を形成する

基礎となる素材である．この素材の実感と，

織物の原理の理解が糸量計算を学ぶ前提とし

て必要なのではないだろうか．

　織物の原理に関する学習として，細く切っ

た紙を経緯に交差する課題を織工房1の最初

の段階で取り入れてきたが，これまでの学生

たちの学びの現状を見ると，この方法では織

物の原理にっいて実感を得ることができなかっ

たのではないだろうかと考えている．機で織

る際に生じる織り縮みや，綜続の持っ意味の

理解について不十分であった原因も，この織

りの原理の学習方法の取り入れ方にあったの

ではないかと思う．来年度は織物の原理の基

本的学習を具体的な糸によるものとし，それ

を基盤とした段階的な学習を組み立て，実践

することを現在検討している．

　また，この聞き取りを通して，他にも興味

深い学生の姿を浮かび上がらせる言葉を得る
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ことができたのでここに記す．

・色々なことがあり過ぎて混乱してしまった．

よく分からないと不安になり，友達に聞い

て確かめたくなる．

・授業を休んで遅れた後は丁寧にやらなけれ

ばいけないと思っていても，追いっくのに

必死になって焦ってしまった．

・ノートを取るのは大変だったけれど，書い

て覚えることは必要だと思う．でも，自分

のノートだけでは後で見た時に分からない

ことがあり，結局聞いた方が早い．

・ノートを取って提出し，添削することは続

けた方が良い．

・思った以上に大変だった．作業も大変だっ

たが，初めてのことばかりで難しく，分か

らないという大変さもあった．

・色々大変だったけど，やって良かったと思

　う．

・織物でも色々な織り方があることが分かっ

てきた．もっと知りたかった．

　このような一人一人の言葉に耳を傾けてい

くと，その姿が浮かび上がってくる．それは

筆者らが集団として捉え，イメージしていた

学習意欲の低下傾向にある学生像とは違った

可能性を秘めた姿であった．

　しかし，10名以上の集団を単位として学習

を行う中では，このような個人個人の様子や

意識が見えにくかったと言える．集団の中に，

やりたくない，あるいは，面倒くさいという

マイナスの意識が発生した場合，それに引き

ずられ，楽な方向へ楽な方向へと自分を埋没

させる，あるいはその流れに身を任せてしま

うといった状況は本コースの学生集団に限ら

ず発生してしまうのではないだろうか．

　ここ数年筆者らは学習意欲の低下傾向にあ

る学生への対応として，学習内容や体験を精

選し，体験の幅を絞り込む方向があった．し

かし，この方向付けが更に集団を楽な方向へ

と流し，学生，教員ともにこの状況を当たり

前のものとして受け入れてしまう結果に繋がっ

たのではないか．それに伴い，両者の学習の

場における意欲を低下させてしまったのでは

ないか，という憂いがある．一方，分かりや

すい，受け入れやすい学習の方法にっいての

研究が不十分であり，また，一人一人が持っ

意識への関心が足りなかったのではないか，

という反省も感じた．このような状況を教員

側の課題として認め，原点に返り本研究の目

的である学習内容と指導方法の再構築という

課題に取り組んでいきたいと考えている．

　学生たちから寄せられた言葉からこのよう

な実態が浮かび上がってきたことは当初予想

しなかったことであるが，今後の方向を探る

上で重要な手がかりとなり，収穫であった．

ま　と　め

　これまでの調査を通して，学生のっまずき

の現状を明らかにし，それぞれの場面におい

ての課題を記述してきた．ここでは今後の学

習内容や方法についての方向を整理したいと

思う．

1．記録の工夫

　織物制作の工程を大きな流れとして捉える

ことができる記録方法を検討する．学生本人

が今どの地点で作業をしているのかにっいて

明確に捉えることができ，出来上がりまでに

後どのくらいの工程が残されているのかを見

通すことが可能な内容とする．

2．テキストの作成

　織物特有の用語と，作業のポイントとにっ

いて，分かりやすく解説したものが必要であ

る．織物制作のどの工程においてっまずきを

感じても，それに対して自主的に解決できる

ような支援内容を持ち，かっ，制作意欲の高

い学生にとっても刺激となる内容を含むテキ

ストの作成を研究する．

3．年間を通した授業展開の再構築

　織物に慣れ親しむことから始まり，織りの
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経糸と緯糸の構造の理解を進め，機で織物を

織る体験を行う．そこで得た経験をふまえ，

実際に織物をデザインし，制作するといった

授業展開を試みる．本研究で明らかになった

学生の実態をベースに，課題や支援の導入時

期にっいてもあわせて検討し，構築する．

4．対話を含んだ集団による基礎内容の学習．

　個人の意識や考えを反映でき，手応えを感

じられる学習体験のあり方を探る．

　集団による学習の環境であっても，教員と

学生の対話から，お互いに影響しあい，その

先を方向付けるような学習システムの模索と

その確立を試みる．

　以上4点を今後の課題とし，検討したいと

考えている．

　織りは生活の中で営まれてきたものであり，

その技術は身近な人の手から手へと伝えられ，

育まれたものであるi3！それはまた，日常の

出来事として繰り返されるうちに自然と身に

っいた技であっただろう．これを短期大学の

限られた授業時間内において実現することは

実際に困難である．しかし，その難しさを痛感

する一方で，技術の修得だけがものづくりの目

的ではないと筆者らは考えている．ものをっ

くる道においては，楽しみも困難もある．だ

からこそ，学生たちはこの過程において意味

ある経験や学びを得ることができるのではな

いだろうか．それは短期大学卒業後も自主的

に自己の生活を豊かにする「自ら学ぶ力」14）

の修得に繋がると考える．

　直面する困難や，つまずきを自分の問題と

して引き寄せ，再考する．そして，今まで関

心のなかった，あるいは気付かなかったもの

へ心を向けていく．そういった「気付き」や

「発見」は，新しい世界との出会いに繋がり，

喜びとなり得る．そして，意識的に物事に接

し，常に問い続けていく姿勢を持つことで，

その発見の機会はぐっと広がるであろう．

　自己を確認しながら自己を成長させる．そ

の可能性がものづくりにはあり，その自己成

長の確認が，喜びや自分自身を信じ，作り上

げることに発展する．

　筆者らは，この織りの実技教育がそういっ

た学生たちの学びと成長の機会になることを

望んでいる．

　また，一人一人がこの困難な制作工程を経

て得られる「経験」を学生たちがまた異なっ

た状況におけるっまずきの瞬間に応用するこ

とができる可能性がある，ということもあわ

せて伝えていきたいと思う．今後，この織り

の実技教育の場を借り，学生たちが自己の成

長を手応えとして感じることができる教育を

実現したいと思う．

注

1）質問内容や課題への取り組み方，道具の

　　扱い方を観察する中で，主体的に学ぶ意

　　識が低下しているのではないかと受け取

　　れるような行動を多く目にした．

2）卒業時までに履修することが定められて

　　いる専門科目．

3）田中清香，土肥悦子：図解染織技術事典，

　　理工学社，東京，1990，6編「織り」p．1

4）同上，6編「織り」pp．49－65．

5）同上，4編「織物用具」pp．1－38．

6）浜野義子，田中佳子，太作星乃，田中通

　　子：ハンドウィービング，文化出版局，

　　東京，1984，pp．63－84．

7）藤岡恵子，佐久間美智子：手織り，創元

　　社，大阪，1980，pp39－51．

8）岸田幸吉：ウィービングノート，美術出

　　版社，東京，1978，pp92－141．

9）本文中での学生たちの「っまずき」には

　　「戸惑い」と「立ち止まり」の意を含むも

　　のとして，扱っている．

10）工程14の「織り」，工程15の「仕上げ」に

　　っいて学生たちはそれまでの機準備から

　　解放された喜びと，緯糸を1本1本入れ
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　　ていく毎に仕上がりを見せる「自分がデ

　　ザインした布」の完成に近づくことから

　　目標が明らかになり，戸惑いの姿がここ

　　では見受けられなくなる．

11）鳥越亜矢，吉田泰男：授業科目「表現ll

　　A」における学びの実態から授業改造を

　　考える一授業中のっまずき，失敗が示す

　　もの一．三陽学園短期大学紀要，32，

　　56－57，　2001．

12）糸量計算の方法

　　織幅＝出来上がりサイズ＋織縮み分

　　織長＝出来上がりサイズ＋織縮み分

　　織縮みは通常出来上がりの10～20％を見

　　積もり計算する．素材や仕上げの方法に

　　よりこの値は変わる．

　　経糸の計算：

　　整経長＝織長＋織り付け分

　　整経本数＝織幅×経密度

　　経糸総長＝整経本数×整経長

　　緯糸の計算：

　　緯糸総長＝織幅×緯密度×織長

　　必要糸量＝糸総長（m）÷糸長（m）

　　糸長は糸1gあたりの糸の長さ（m）

　　ここで求めた値は必要最小限の量なので，

　　実際の制作では，必要糸量に10％程度予

　　備分を加え準備する．

13）前掲，図解染織技術事典，6編「織り」

　　PP．2－4．

14）服部鋼資：6造形活動における学び方．

　　造形教育辞典，健畠社，東京，1991，

　　p．134．
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織りの作業工程におけるアンケート

1デザイン

①作業の進め方についてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてにっいて○をしてください。

　・ラフスケッチ　　出来上がりサイズ　　チェックパターンの展開　　配色　　　リピートの扱い

　　イメージの設定（キーワード、テーマ）　　織組織　　資料収集　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

2糸量計算

①作業の進め方にっいてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2　友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてにっいて○をしてください。

　　出来上がりのサイズの確認　　織り縮みを含んだ計算　　箴通し幅の確認　　織長の確認

　　経密度　　使用箴　　整経本数の計算　　整経長の計算　　糸長　　糸の長さを糸の重さに直す

　　緯密度　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

3糸の準備

①作業の進め方についてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてにっいて○をしてください。

　　糸（総）をさばく　　糸を紹かけにかける　　ひびろを切り糸口を取り出す　糸を木枠に巻き取る

　　必要な糸の重さを確認　　紹上げ機で総にする　　ひびろを作る　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。
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4染　　色

①作業の進め方についてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進あた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進あた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進あた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてにっいて○をしてください。

（精　練）

必要な助剤の計算　　お湯の量の計算　　温度計・タンクの準備　　精練剤の計量　　温度調整

すすぎ洗い　　　　脱水・乾燥　　　　その他

（染　色）

染料・助剤の計算　　お湯の量の計算　　糸をぬるま湯にっける　　温度計・タンクの準備

お湯・染料・助剤の計量　　染料・助剤の投入　　温度調整・糸の投入　　染色中の糸繰り

温度の維持管理　自然冷却　　すすぎ洗い　　脱水・乾燥　　糸をさばいて整える　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

5糸繰り
①作業の進あ方についてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてについて○をしてください。

糸（総）をさばく　　糸を紹かけにかける　　ひびろを切り糸口を取り出す　　糸を木枠に巻き取る

整経しやすいように色ごとに2つの木枠に分けて巻き取る　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

6整　　経

①作業の進あ方についてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてにっいて○をしてください。

整経台の準備　　整経長及び整経本数の確認　　整経長と同じ長さの別糸を準備し整経順路を確認

整経の開始（糸を結ぶ）　綾をとり整経を進ある　　本数を確認　　整経の終了（糸を結び，切る）

綾を確保　　整経した糸のずれを防ぐために数カ所を別糸で括る　　適当な本数ごとに糸を切り結ぶ
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　　鎖編みにして整経台から糸を下ろす　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

7仮箴通し

①作業の進め方にっいてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2　友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進あた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてにっいて○をしてください。

綾に綾棒を通し綾棒の両端の紐を結ぶ　　道具の準備

箴中央部から箴通し幅の半分を測りそこから箴通しを始める

1羽に2本引き込み隣の目は空ける（繰り返し）

適当な本数をまとめて結び筏から抜け落ちないようにする　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

8経巻き（準備・綾返し・経巻き）

①作業の進め方についてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2　友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてについて○をしてください。

箴を機のかまちにはある　　機の中央と箴の中央を合わせる

糸端を適当な本数ごとに千切に結び付ける　　綾返し　　機草の準備　　テンションの確認

機草を挿入しながら経糸を巻き取る　経巻き終了後機草を紐などで結わえ経糸が緩まないようにしておく

箴から糸を適当な本数ごとに抜き結んでおく　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

9綜統通し

①作業の進め方にっいてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2　友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてにっいて○をしてください。

中央から綾の順番通りに経糸を1本ずつ綜続に通していく
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通し終わった後，通し順を確かめ結んでおく　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

10筏通し

①作業の進め方にっいてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2　友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてについて○をしてください。

筏中央部から箴通し幅の半分を測りそこから箴通しを始める

耳部分の歳目には1羽に2本を引き込む　　耳以外の箴目には1羽に1本を引き込む

適当な本数をまとあて結び箴から抜け落ちないようにする　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

11前付け
①作業の進め方についてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2　友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてについて○をしてください。

　　筏幅2～3cmにあたる経糸を織り出し棒の中央に結ぶ　　同じ本数を両端に結ぶ

　　残り部分を左右均等に結ぶ　　テンションを確かめもう一度結ぶ（真結び）

　　テンションが均一でない場合は結び直す　　その他

③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

12タイアップ

①作業の進め方についてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてについて○をしてください。

タイアップ図の確認　　綜続枠を招木に通して踏み木と接続

綜続がタイアップ図と同じように上がるか確認　　その他
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③②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。

13織り出し

①作業の進め方にっいてあてはまる項目の記号部分に○をしてください。

　　A　自主的に課題内容を理解し、作業を進めた。

　　B1教員に個人的に質問をするなど、指導を受けながら作業を進めた。

　　B2友達に教えてもらう、または相談しながら作業を進めた。

　　B3　ノート・配布資料を見返して1人で作業を進めた。

②B1～B3の項目をチェックした人は、どの点に戸惑いや不安を覚えたのか、または、分からなくて作

　業が中断してしまったのか、あてはまると思う項目すべてにっいて○をしてください。

（緯糸の準備）

　管巻き用の紙または管を準備　　管巻機に紙または管をセット

　始めに管の両端が高くなるように糸を巻き、次に中央を埋めるように巻く

　捨て織り用に太めの糸を巻く　　シャトル（‡予）の準備

　糸が下から出てくるようにシャトル（仔）にセット　　その他

（捨て織り）

　踏み木を踏んで綜統を上げ（開口）捨て織り用の緯糸を入れる　　かまちを下ろす

　踏み木を踏み変え反対側から緯糸を入れる　　3～4cm程捨て織りをする

　綜統通しや箴通しに間違いがないか織り地を見て確かあ、間違いがあれば直す　　その他

③　②で「その他」に○をした人は具体的にその内容を記してください。
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　　　　　　　　　青木・秦：女子短大生における織実技教育について

　　　　　　　織りの工程：マフラー制作におけるアンケート

・「作業しにくい」と感じる制作工程について、あてはまるものに○をしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）

制作の流れ ・デザイン

・糸量計算

・糸の準備

・染　　色

・糸繰り

・整　　経

・仮箴通し

・経巻き準備

・綾返し

・経巻き

・綜銑通し

・箴通し

・前付け

・タイアップ

・織り出し
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